
 

災害とジェンダー  

トレーナー養成研修＜基礎編＞ 

 
阪神淡路、中越、そして東日本大震災。災害がおこるたび、私たちは支援し、される両

方の立場を経験し、ジェンダーの問題、多様な生き方を認める事の難しさを知りました。

命の危険や大きな不安の中ですごす時間と空間に、少しでも安心と信頼をつくることが

できるよう、災害時に起る事や支える仕組みを理解し、特に女性のニーズや多様性への

配慮に対応出来る視点をもつ災害支援者のトレーナー養成をめざします。 

 

12／2（日）10:00-17:00  

12／9（日）10:00-17:00 ２日間の研修です 
 

キャンパス•イノベーションセンター東京 
〒108-0023 東京都港区芝浦３－３－６  

JR山手線田町駅芝浦口右方向階段おりてすぐ 

東京工業大学付属科学技術高等学校正門のとなり 

 

対象 NGO・ボランティア関係者、自治体職員、教員、研究者、 

    女性団体や男女共同参画センター関係者、地域の活動を担う方 
参加費  ３０００円 （２日間）事例集等資料代を含みます 

     ２日間７セッション受講された方には修了証を発行します。  

  募集人員 ２０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み方法： 

① 氏名 ②職業または所属団体 

③ 日中連絡可能な電話番号  

④メールアドレスまたは FAX 

をメールまたは FAXでお送りください 

 

RT東日本大震災女性支援ネットワーク 

e-mail：  rt.kenshu@gmail.com  

FAX：      03-3830-5285 

問い合わせ電話：090-8516-0613 
  

＊この事業はオックスファム•ジャパンの 

協力により実施されています 
 

 
 



RT東日本大震災女性支援ネット−ワーク主催 

災害とジェンダー トレーナー養成研修＜基礎編＞ 

１２／２      コースの概要 １２／９    コースの概要  

セッション１ 

 

ジェンダー

とわたし 
 

 

 この研修について、参加者の共

通基盤づくり。災害支援の基本的

な情報を共有します 

セッション４ 

ジェンダーと

災害 

（アイスブレーキング、 

 イラスト教材を使って） 

ファシリテーター実践 

セッション５ 

災害とジェン

ダーに関す

る国際基準 

災害時にジェンダーの課題が浮かび

上がるのは日本だけではありません。

世界の災害時の標準スフィアプロジ

ェクトを学びます 

セッション２ 

 

災害と 

ジェンダー 
 

 

 被災した女性がかかえる困難

な状況とはどのようなものなの

か、時間的な経過や支援者として

の女性の課題を知ります 

セッション６ 

復興期の 

課題と 

防災政策 

 

復興期に起りがちなジェンダーの課

題と現在の防災計画や防災の関連政

策について学びます 

セッション３ 
 

多様性 

配慮とは 

何か 

 

 

 避難所では様々な状況を抱え

た人々が一緒に暮らす事になり

ます。要援護者とされる人々が、

どのような困難を抱えるのか知

り、対策を考えます。 

セッション７ 
 

災害とジェン

ダーの学習

推進の為に 

 

「災害とジェンダー」研修実践の場と

内容について考え、実施計画をみんな

で検討します。 

 

ふりかえり 

 

自主課題 

 

今日の振り返り 

 

次回までにできること 

 

ふりかえり 

 

修了式 

 

 

研修のふりかえり、評価 

 

  
 

●浅野幸子 
 

早稲田大学「地域社会と危機管理研究

所」客員研究員 

東京女学館大学非常勤講師 

東日本大震災女性支援ネットワーク・

研修プロジェクト コーディネーター 

 

東京の浅草で育ち、大学卒業直前に起

きた阪神・淡路大震災で学生ボランテ

ィアとして神戸に入り、その後国際協

力ＮＧＯのスタッフとして在宅避難

者・仮設住宅・全焼地域の復興まちづ

くり協議会の支援などに 4 年間従事す

る。帰京後は(財)消費生活研究所、全

国地域婦人団体連絡協議会で事務局・

研究員として勤めながら法政大学大学

院社会科学研究科修士課程修了。 

● 

講師 

紹介 

●福田紀子 

 日本ネグロスキャンペーン委員会、アジア人権基金を経て国

際理解教育センターの研究員として参加型ワークショップのフ

ァシリテーターを務める。都内の男女共同参画センターの企画

運営スタッフ•コーディネーターとしての経験も持つ。 

● 

●東日本女性支援ネットワークとは………阪神淡路大震災以来明らかになった、災害時や緊急避難

•復興過程での女性の負担、困難な状況を広く伝え、そのニーズに応える為の体制づくりのためにネット

ワークがつくられました。被災者や支援者として、広く防災や復興に関わる人々がジェンダー•多様性の

視点を理解し、あらゆる行動や計画に活かされる様働きかけています。 
 

 

 

●池田恵子 
 

静岡大学教育学部 教員 

静岡大学防災総合センター 教員 

 

青年海外協力隊員、JICA 技術協力専門家（開発と

ジェンダー）などとしてバングラデシュやネパー

ルで環境保全や防災の事業に社会・ジェンダー配

慮の視点を組み込む活動に従事。2000 年より静岡

大学教育学部教員。バングラデシュを対象に、地

域防災への女性の参加、開発を通した災害脆弱性

の克服について研究している。 


